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1，はじめに

岐阜県東濃地方から濃尾平野東部にかけて分布する上

部中新統一鮮新続は，瀬戸層群（横山，1950）とよばれ

る。岐阜県側の瀬戸層辞は下部で泥と砂を主体とする土

岐口陶土層と，上部で砂礫を主体とする土岐砂礫層に分

けられている（赤嶺，1954）。

筆者らは岐阜県多治見市の土岐口陶土層から多数のオ

オミツバマツ（Pinustr的IiaMiki）球果化石の密集層を

発見し，地主の理解を得て，化石を含む地層を切取り，

保存処理を行なったので報告する。この標本は岐阜県博

第1図　オオミツバマツ球果化石の密

集層。岐阜県博物館登録番

号：GPM－F0－1151。
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物館にGPM－F0－1511として登録され（以下，Fo一に続く

番号は岐阜県博物館登録番号でGPM－を省略したものを

示す），平成11年2月より岐阜県博物館自然展示室Iに

展示されている（第1図）。

岐阜県内の瀬戸層辞からのオオミツバマツ化石の報告

はいくつかあるが（たとえば，Miki，1939，1941；塚

腰・陶土団体研究グループ，1998），オオミツバマツ球

果化石の密集層にちいての報告はない。この標本はオオ

ミツバマツの古植物学的な情報を得られる点からも，オ

オミツバマツ球果や陶土層の堆積過程や堆積環境を考え
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る上でも貴重なものである。

なお，本化石の発見に際しては島根大学の草野高志さ

ん，中嶋雅宏さん，菅本尚子さんの協力を得た。また地

主の方には，現地調査や標本の切取り作業において多大

なご尽力を頂いた。標本の切取り・保存作業は岐阜県博

物館がその業務を（株）近畿ウレタン工事に委託して行

なった。ここに記してお礼申し上げる。

2，地質概説および産出層準

オオミツバマツ球果化石の密集層が発見された露頭の

柱状図を第2図に示す。ここでは，土岐口陶土層とそれ

をおおう土岐砂礫層が観察できる。土岐口陶土層は層厚

23m以上（第2図には20m分を示している）で主に塊状

灰白色シルト～粘土，含植物片暗灰色粘土，含植物片細

粒一粒粒砂によって構成される。植物片の多い層準では，

植物細根や，直径十数cmで長さ2m以上の植物根や，同
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等以上の大きさの材化石も観察される。オオミツバマツ

球果化石の密集層は，このうちの含植物片細粒～粗粒砂

から見つかった。この密集層層準の約9m下位には白色

の火山灰層がある。この火山灰層のフイツショントラッ

ク年代は9．7±0．4Maと測定できた（第1表）。ただし，

フイツショントラック年代用の試料は化石密集層産出地

から西北西約900mの地点で得た。土岐砂礫層は主に厚

さ数m程度の礫層の重なりからなり，レンズ状に砂を挟

む。礫は亜円礫で礫径は平均で約5cm，最大で約50cm

である。礫種はチャートが50％以上と多く，他に砂岩・

濃飛流紋岩・ホルンフェルスなどがある。

3，オオミツバマツ球果化石の密集層の切り取り・保存

処理

オオミツバマツ球果化石の密集層は平成10年7月，島

根大学総合理工学部地球資源環境学科のメンバーにより
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第2図　地質柱状図。オオミツバマツ

球果化石の密集層は柱状図の

11－12m付近の植物片を多く

含む細粒～粗粒砂層で発見さ

れた。
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中新統土岐口陶土層から産出したオオミツバマツ球果化石の密集層とその保存処理過程

第1表　土岐口陶土層中の火山灰のフイツシヨントラック年代値
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測定鉱物結晶数　器欝（繋諦結露覇
ジルコン　　　27　　　　5．69（1610）　　1．72（4861）　　7．907（2429）　　9．7±0．4

資料番号：980915
エッチング条件：
補正値：372±5

発見された。発見時には，土岐口陶土層中の小水路の河

床，幅約1m長さ約1．5mの範囲にオオミツバマツ球果化

石約20個の密集が観察された。この標本が学術上貴重な

ものであること，降雨により化石が流失する危険性が高

いことから，岐阜県博物館で緊急に化石を含む地層の切

り取り・保存処理を行なった。切り取り・保存処理の手

順は以下の通りである（第3図）。

①　オオミツバマツ球果化石を含む地層面（180cmX

130cm）の周囲を約70cmの深さまで掘り下げる。

②　オオミツバマツ球果化石を含む地層面の下約30cm

の部分に3本の横穴をあけ，角材を通す。

③　オオミツバマツ球果化石を含む地層面をビニールシ
ートで保護する。

④　切り取る地層全体に発泡ウレタンを吹き付け，包み

込む。

⑤　切り取る地層の下面を切り離した後，地層全体を角

材で囲み，角材ごと再度全体に発泡ウレタンを吹き

付け全体を包み込む。

⑥　発泡ウレタンで囲まれた標本をトラックに積み込み

作業場まで輸送する。

⑦　切り取った地層全体をクレーンで裏返し，裏面の不

要部分を削り取る。

⑧　地層の裏面強化のためにFRP芯を入れた後，発泡ウ

レタンを吹き付けて裏打ちし，台座とする。

⑨　地層全体を再度反転させ，発泡ウレタンを剥ぎ取り，

オオミツバマツ球果化石を含む地層面を露出させ

る。

⑲　刷毛などで球果化石をクリーニングする。

⑪　オオミツバマツ球果化石にパラロイドB－72をトルエ

ンでといたものを繰り返し塗り，強化する。

⑫　砂，粘土の部分にサンコールSK－40をサンコールシ

ンナーで薄めたものを繰り返し塗布し，固める。

⑬　標本の大きさに合わせ展示ケースを作成し，標本を

展示ケース内に収める。展示ケースは上面と前面を

透明アクリルとし，オオミツバマツ球果化石が密集

測定方法：外部ディテクター法（ED2）
KOH：NaOH＝l：l　（モル225℃，17時間）

測定：（株）京都フイツショントラック

する上面だけでなく，地層の断面も観察できるよう

にした（第1図）。

4，産出化石

オオミツバマツ球果化石の密集層（F0－1511）

標本の大きさは150cmXl15cmX35cm。植物片を多く

含む細粒一粒粒砂層のほぼ同一面上に30個のオオミツバ

マツ球果化石を観察することができる（そのうちいくつ

かは一部が欠けた部分化石である）。球果化石は一般に

層理面に平行に偏平化している。球果化石の長軸の多く

は同一平面（層理面）上にある。しかし，その平面内に

おいて長軸が特定の方向を示すことはない。また，一部

の球果化石は乾燥のため，種鱗を開いている。

オオミツバマツ球果化石は卵形～長卵形で非対称の基

部をもち，最大のものは長さ12cm，幅8cmである。種

鱗の先端の肥大部は菱形に広がり，ゆるく反り返る。オ

オミツバマツはM亜（1939）に記載されたマツ属の化石

でTaeda節に属し，北アメリカ西部に分布するPinus

coulteri，Pinussabinianaに類縁があると考えられた。

随伴植物化石

オオミツバマツの葉および種子の化石は現在までのと

ころ確認されていない。オオミツバマツの球果化石の他

に，以下の植物化石を確認した。PinusJ汚iii（マツ科，

球果），aZTyaStriata（クルミ科，内果皮），Liquiddmbar

cf．Jbrmosana（マンサク科，果実），Sequoia cf．

selTPerl産rens（スギ科，球果），EtlguSStuXbeTgii（ブナ科，

殻斗），Fbrtuneariasinensis（マンサク科，種子），砂ssa

sylvatica（ヌマミズキ科，内果皮），Stewartiamonade互，ha

（ツバキ科，果実），SlymLXrugOSa（エゴノキ科，種子），

Styraxlaevigata（エゴノキ科，種子）。これらのうち，

Caryastriata，Liquidambarcf．Jbrmosana，Sequoiacf．

selやerVinns，Ibrtuneariasinensis，Nyssa坤Ivaticaは，日本

に現生属が存在しない外地生要素である。Pinus勅iiiと

FagusstuxbeTgiiは，中新統一下部鮮新続から産出してい

る化石種である。EtlguSStuXbelgiiは上部中新続から多産
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第3図　オオミツバマツ球果化石の密集層の切り取り作業風景。

1：オオミツバマツ球果化石密集層発見時の状況．小水路の河床に約20個の球果化石を確認した。

2：球果化石の周囲を約70cmの深さまで掘り下げ　下部に3本の横穴をあける作業。

3：切り取る地層全体に発泡ウレタンを吹き付けた後，地層の下面を切り離す作業。

4：切り取った地層全体を角材で囲み，角材ごと全体を発泡ウレタンでおおった状況。

している。また，IVyssasylvaticaは沼沢地生と考えられ，

この化石群集は，河川に接して発達していた沼沢地およ

びその周辺の丘陵・山地からもたらされた化石辞集と考

えられる。これらの化石植物群集は，オオミツバマツ植

物韓（Pinustr的Iianora；三木1948，Kokawa1961，Tanai

1961）に含められる。

5　堆積環境

筆者らは，現在，化石産出地周辺を調査中であり，現

時点での資料は化石の産状を示すスケッチと高さ23mの

柱状図（第2図）である。野外資料に不足している点は

あるものの，現時点での資料から，ここでの土岐口陶土

層の堆積環境について，以下の考察が可能である。

最も，卓越した層相は，植物根・細根を有する泥であ

り，沼沢地で泥が浮遊・沈降して堆積したとみられる。

次に卓越した層相は，細粒砂と亜炭（と泥）の互層であ

る。詳細にみると細粒砂は厚さ数cm以下で正級化や逆

級化を示す。構成岩相と級化の存在は流速の急激な変化

を示している。以上の2つの層相は，河川後背湿地の沼

沢地で植物根・細根を有する泥が堆積し，時々，河道の

河川水に比較して流速変化が大きい洪水によって互層が

形成されたと考えられる。
一方，第2図の11－12m付近，および，14－16m付近

には，斜交層理を示す中一粗粒砂層が認められる。これ

は，それぞれの層厚にほぼ対応した水深を有する小河道

で，砂がベッドロードとして堆積した河道堆積物と言え

る。今回の化石は，より下位の中一粗粒砂層において，

その上面が幅2mで深さ数十cmの凹地となっている部分

で発見された。その凹地を埋めているのは，植物片を多

量に含む細粒～粗粒砂であり，これらは数cmオーダー

で正（または逆）級化構造を示している。これらのこと

は，河道を埋積した中一細粒砂が砂州として出現し，そ

こにスカー（凹地）が形成された後，小規模な河道帯内

洪水が砂州面上を通過して，細粒～粗粒砂とオオミツバ

マツ球果を凹地に堆積させたことを示唆している。

ここでのオオミツバマツ球果化石の密集層は，沼沢地

の発達した河川システムの河道砂州面上の凹地で堆積し

形成されたものといえる。



中新統土岐口陶土層から産出したオオミツバマツ球果化石の密集層とその保存処理過程

第4図　オオミツバマツ球果

化石の密集層の近傍

より得たオオミツバ

マツの球果化石。

左：長卵形（F0－

15199．7），右：卵形

（F0－1518）。
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第5図　随伴植物化石。1：Pinus舟iiii（マツ科，球果）×1．8，F0－1519．2：Sequoiacf．sempervirens（スギ科，球果）×1．5，F0－1520．

3：Fagusstuxbergii（ブナ科，殻斗）×1．8，F0－1521．4：Styraxrugosa（エゴノキ科，種子）×2．7，F0－1522．5：Slyrax

laevigata（エゴノキ科，種子）×1．2，F0－1523．6：Stewartiamonade互，ha（ツバキ科，果実）×2．2，F0－1524．7：勅，SSaSylvatica

（ヌマミズキ科，内果皮）×2．2，F0－1525．8：Fbrtuneariasinensis（マンサク科，種子）×2．7，F0－1526．9：Liquiddmbarcf．

jbmosana（マンサク科，果実）×2，F0－1527．10：altyaStriata（ク）レミ科，内果皮）×2，F0－1528．
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6。まとめ

中新統土岐口陶土層からオオミツバマツ球果化石の密

集層を発見し，切り取り・保存処理を行なった。本報告

では，切り取り・保存処理の過程と，オオミツバマツ球

果化石・随伴植物化石の簡単な記載，及びオオミツバマ

ツ球果の密集層の堆積環境に関する予察を行なった。オ

オミツバマツ球果の密集層は，その層相や随伴する植物

化石から，河川の砂州にある凹地にその周辺の沼沢地か

らもたらされた球栗が密集し埋積することにより形成さ

れたと考えられる。
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